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行
事
予
定  

十
一
月 

 
 

二
日 

杵
島
地
区
西
支
部
神
宮
大
麻
頒 

布
始
奉
告
祭 

於
大
町
八
幡
神
社 

 
 

四
日 

杵
島
地
区
東
支
部
神
宮
大
麻
頒 

布
始
奉
告
祭 

 

於
福
富
神
社 

 
 

八
日 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
南
神
宮
大 

麻
頒
布
始
奉
告
祭 

於
大
堂
神
社 

 
 

 
 

 

小
城
地
区
支
部
神
宮
大
麻
頒
布 

始
奉
告
祭 

 
 

於
岡
山
神
社 

 
 

九
日
～
階
位
検
定
試
験 

於
福
岡
県
神
社
庁
ほ
か 

 

十
七
日 

九
州
地
区
神
社
庁
長
・
総
代
会
長 

会 
 

 
 

 
 

於
鹿
児
島
県 

 

十
九
日 

神
殿
例
祭 

二
十
一
日 

神
社
庁
役
員
会 

二
十
八
日 

佐
賀
地
区
第
一
支
部
神
宮
大
麻 

暦
頒
布
始
奉
告
祭 

於
佐
嘉
神
社 

二
十
九
日 

第
三
回
教
化
委
員
会 

於
神
社
庁 

 
 

 
 

 

全
国
教
化
会
議(

～
三
十
日)

 

於
神
社
本
庁 

十
二
月 

 
 

六
日 

第
六
十
八
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感 

謝
祭 

 
 

 
 

 
 

於
神
宮 

 

十
九
日 

神
社
庁
役
員
会 

二
十
八
日 

御
用
納
め 

  
事
務
連
絡  

令
和
四
年
十
月
四
日
附
総
務
発
第
六
一
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
芦
原
理
事
に
よ
る
代
表
役
員
変
更
登
記
申 

請
に
端
を
発
す
る
地
位
保
全
仮
処
分
申
立 

並
び
に
代
表
役
員
の
地
位
確
認
請
求
に
つ 

い
て 

一
、
七
月
十
三
日
付
総
務
発
第
四
八
号
を
以
て
、

旭
川
地
方
裁
判
所
が
「
芦
原
髙
穂
理
事
が
神
社

本
庁
の
代
表
役
員
の
地
位
に
な
い
こ
と
を
仮

に
定
め
る
」
と
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
登
記
変
更
に
よ
り
強
引
に
現
状

変
更
及
び
規
制
事
実
の
作
出
を
狙
っ
た
芦
原

理
事
の
行
為
の
不
当
性
を
裁
判
所
が
認
め
、
是

正
し
た
も
の
と
い
へ
ま
す
。 

 

神
社
本
庁
が
仮
処
分
申
立
て
を
行
ふ
こ
と

を
強
ひ
ら
れ
た
の
は
、
総
長
選
任
に
関
す
る
委

員
会
で
の
議
論
が
継
続
中
に
も
拘
ら
ず
、
芦
原

理
事
が
本
庁
内
の
正
式
な
手
続
き
を
経
ず
に

秘
密
裏
に
、
東
京
法
務
局
渋
谷
出
張
所
に
代
表

役
員
変
更
登
記
申
請
を
行
っ
た
た
め
で
あ
り

ま
す
。
本
件
は
、
包
括
宗
教
法
人
で
あ
る
神
社

本
庁
内
部
に
留
ま
ら
ず
、
包
括
下
神
社
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
案
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
変
更
登
記
申
請
書
の
写
し
（
個
人
の
印
影

部
分
に
一
部
修
正
を
施
し
た
も
の
）
を
お
送
り

致
し
ま
す
の
で
、
管
内
神
社
に
十
分
に
周
知
徹

底
願
ひ
ま
す
。 

 

尚
、
当
該
登
記
申
請
書
の
複
数
個
所
に
捺
し

て
あ
る
「
宗
教
法
人
神
社
本
廳
代
表
役
員
総
長

之
印
」
は
本
庁
の
公
印
で
は
な
く
、
芦
原
理
事

が
改
印
の
た
め
に
作
成
し
た
印
と
思
は
れ
ま

す
。
ま
た
、
添
付
さ
れ
て
ゐ
る
役
員
会
及
び
評

議
員
会
の
議
事
録
は
、
神
社
本
庁
が
作
成
し
た

 

 

第 2９０号  

★
発
行
者 

佐
賀
県
神
社
庁 

 
 

 
 

 
 

庁
長 

德 

久 

俊 

彦 

 
 

 
 

 
 

佐
賀
市
川
原
町
八
番
二
七
号 

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
 

 
 

 
h
i
z
e
n
.
s
a
g
a
k
e
n
-
j
-
c
h
o
u
 

@
s
h
o
r
e
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

神
宮
大
麻
全
国
頒
布 

百
五
十
周
年
記
念 
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正
式
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で

決
定
さ
れ
た
真
正
な
議
事
録
署
名
人
に
よ
る

署
名
捺
印
が
為
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

二
、
さ
ら
に
、
旭
川
地
裁
の
仮
処
分
決
定
後
の

八
月
五
日
に
は
、
芦
原
理
事
は
、
自
ら
が
代
表

役
員
総
長
の
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求

め
る
訴
訟
を
東
京
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
ま

し
た
。
当
該
訴
訟
の
第
一
回
口
頭
弁
論
期
日
は

九
月
二
十
九
日
に
行
は
れ
ま
し
た
が
、
即
日
結

審
し
、
本
年
十
二
月
二
十
二
日
に
判
決
が
下
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
訴
訟
で
は
、
庁
規
十
二
条
二
項
の
「
総

長
は
、
役
員
会
の
議
を
経
て
、
理
事
の
う
ち
か

ら
統
理
が
指
名
す
る
」
（
い
は
ゆ
る
「
総
長
選

任
事
項
」
）
の
解
釈
が
争
点
と
な
っ
て
を
り
、

本
年
十
二
月
に
は
当
該
規
定
の
解
釈
に
関
す

る
裁
判
所
の
判
断
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
神
社
本
庁
の
主
張
内
容
は
、
「
月
刊

若
木
」
十
月
号
に
て
概
略
説
明
致
し
て
を
り
ま

す
が
、
合
理
性
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所

に
も
十
分
御
理
解
戴
け
る
も
の
と
考
へ
て
を

り
ま
す
。 

 

当
該
判
決
に
よ
っ
て
、
芦
原
理
事
に
よ
り
秘

密
裡
に
行
は
れ
た
代
表
役
員
変
更
登
記
に
端

を
発
し
た
一
連
の
混
乱
状
態
も
解
決
に
向
け

て
、
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

神
社
本
庁
と
致
し
ま
し
て
は
、
庁
規
の
定
め

に
関
す
る
従
来
の
常
識
的
な
解
釈
論
を
無
視

し
て
、
法
人
の
役
員
に
よ
っ
て
秘
密
裡
に
行
は

れ
た
、
こ
の
や
う
に
強
引
な
行
為
は
、
極
め
て

危
険
且
つ
不
当
な
も
の
と
考
へ
て
を
り
ま
す
。

包
括
宗
教
法
人
で
発
生
し
た
一
連
の
事
案
の

重
大
性
に
鑑
み
、
今
後
と
も
法
令
及
び
庁
規
を

遵
守
し
た
組
織
運
営
を
図
っ
て
参
り
た
く
存

じ
ま
す
の
で
、
重
ね
て
管
内
神
社
に
周
知
徹
底

願
ひ
ま
す
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
十
月
七
日
附
総
務
発
第
七
四
号 

神
社
本
庁
総
務
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
旭
川
地
方
裁
判
所
に
よ
る
決
定
（
保
全
異
議 

申
立
）
に
つ
い
て 

 

七
月
十
三
日
付
総
務
発
第
四
八
号
に
て
御

報
告
の
通
り
、
旭
川
地
方
裁
判
所
は
、
「
債
権

者
（
神
社
本
庁
）
と
債
務
者
（
芦
原
髙
穂
）
と

の
間
で
、
債
務
者
（
芦
原
髙
穂
）
が
債
権
者
（
神

社
本
庁
）
の
代
表
役
員
の
地
位
に
無
い
こ
と
を

仮
に
定
め
る
」
と
決
定
（「
原
決
定
」
）
を
行
っ

て
を
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
芦
原
理
事
は
原
決
定
の
取

消
を
求
め
て
異
議
申
立
て
を
行
っ
て
ゐ
た
処
、

旭
川
地
裁
は
、
去
る
十
月
五
日
付
に
て
、
原
決

定
を
取
り
消
さ
な
い
旨
の
決
定
（
「
異
議
審
決

定
」
）
を
行
ひ
ま
し
た
の
で
御
報
告
致
し
ま
す
。

異
議
審
に
お
き
ま
し
て
も
、
神
社
本
庁
の
主
張

が
認
め
ら
れ
、
芦
原
理
事
の
主
張
は
斥
け
ら
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
総
長
選
任
を
巡
る
一
連
の
問
題
に
お

い
て
は
、
総
長
選
任
の
根
拠
と
な
る
庁
規
第
十

二
条
二
項
「
総
長
は
、
役
員
会
の
議
を
経
て
、

理
事
の
う
ち
か
ら
統
理
が
指
名
す
る
」
の
趣
旨

が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
重
要
な
争
点

と
な
っ
て
を
り
、
芦
原
理
事
は
「
役
員
会
の
議

決
は
必
要
な
い
」
、
神
社
本
庁
は
「
役
員
会
の

議
決
が
必
要
で
あ
る
」
と
夫
々
主
張
し
て
ゐ
ま

し
た
。 

 

こ
の
点
、
旭
川
地
裁
は
異
議
審
決
定
に
お
い

て
、「
「
議
を
経
て
」
と
は
役
員
会
の
議
決
を
要

す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
明
確
に

判
示
し
ま
し
た
。
芦
原
理
事
の
主
張
が
誤
り
で

あ
る
と
明
言
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
異
議
審
決
定
で
は
「
庁
規
に
お
い

て
は
総
長
と
役
員
会
と
が
一
体
と
な
っ
て
債

権
者
の
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
庁
規
十
二
条

第
二
文
の
趣
旨
は
、
統
理
が
総
長
を
指
名
す
る

に
当
た
り
、
役
員
会
の
機
関
と
し
て
の
意
見

（
議
決
）
を
踏
ま
え
た
上
で
行
う
こ
と
を
要
求

し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
も

述
べ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
長
の
選
任
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に
あ
た
っ
て
は
、
総
長
と
一
体
と
な
っ
て
本
庁

事
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
役
員

会
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

言
ひ
換
へ
る
と
、
統
理
は
役
員
会
の
議
決
内
容

に
基
づ
い
て
総
長
の
指
名
を
行
ふ
べ
き
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
言
へ
ま

す
。 

 

今
回
の
異
議
審
決
定
に
よ
っ
て
、
芦
原
理
事

に
よ
り
秘
密
裏
に
行
は
れ
た
登
記
申
請
に
端

を
発
し
た
一
連
の
混
乱
状
態
は
、
解
決
に
向
け

て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

尚
、
旭
川
地
方
裁
判
所
に
よ
る
決
定
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
添
付
の
決
定
書
を
御
確
認
下
さ

い
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
十
月
十
二
日
附
教
化
発
第
一
二
一
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
全
国
神
社
総
代
会
発
行
青
少
年
教
化
資
材 

『
鎮
守
の
森
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ 

ク
リ
ア 

フ
ァ
イ
ル
』
活
用
方
推
奨
の
件 

 

標
記
の
件
、
全
国
神
社
総
代
会
で
は
デ
ザ
イ

ン
を
一
部
変
更
し
た
『
鎮
守
の
森
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ズ 

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
』
を
作
製
致
し
ま
し

た
。
材
質
を
従
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
ス
ト

ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
変
更
し
、
環
境
に
配
慮
し
ま

し
た
。
裏
面
に
は
、
神
社
で
の
参
拝
方
法
に
つ

い
て
イ
ラ
ス
ト
を
用
ゐ
て
分
か
り
易
く
説
明

し
て
ゐ
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
に
見
本
誌
を
一
〇
部

送
付
致
し
ま
す
の
で
、
貴
管
内
神
社
で
広
く
御

活
用
方
推
奨
戴
き
た
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
本
冊
子
は
、
『
月
刊
若
木
』
十
一
月
号

紙
面
で
も
紹
介
し
て
を
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
送
付
物 

 
 

 

『
鎮
守
の
森
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ 

ク
リ 

ア
フ
ァ
イ
ル
』
Ａ
４
判 

表
裏
カ
ラ
ー 

ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー 

一
、
頒
価 

 
 

 

無
料
（
送
料
は
着
払
ひ
で
御
負
担
下
さ 

い
） 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

御
入
用
の
際
は
、
メ
ー
ル 

（k
yo

k
a
@
j
i
n
ja

h
on

c
ho

.
or

.
jp

）
で
、 

希
望
部
数
、
発
送
先
住
所
・
氏
名
、
電 

話
番
号
を
御
連
絡
戴
き
、
御
注
文
願
ひ 

ま
す
。 

 
 

 

尚
、
メ
ー
ル
の
送
信
が
で
き
な
い
場
合 

に
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
お
送
り
下
さ
い
。 

 
 

 

各
神
社
か
ら
の
要
望
に
は
、
送
料
着
払 

ひ
に
て
直
接
頒
布
し
、
神
社
庁
宛
へ
の 

送
付
は
、
送
料
を
神
社
本
庁
が
負
担
致 

し
ま
す
。 

以 

上 
 

  

          

令
和
四
年
十
月
十
八
日
附
研
修
発
第
四
八
六
号 

神
社
本
庁
総
合
研
究
所
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
令
和
四
年
度
中
央
実
習
開
催
の
件 

 

標
記
の
件
、
「
階
位
検
定
及
び
授
与
に
関
す

る
規
程
」
に
基
づ
き
、
中
央
実
習
を
左
記
に
よ

り
開
催
致
し
ま
す
。
貴
管
内
に
希
望
者
が
あ
る

場
合
に
は
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
神
社
本

庁
総
合
研
究
所
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
期
日 

 
 

 

令
和
五
年
三
月
六
日
（
月
） 

～
三
月
八
日
（
水
）
三
日
間 

一
、
場
所 

 
 

 

神
社
本
庁 

 
 

 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一-

一-

二 

一
、
宿
泊 

 
 

 

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二-

四-

一 
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一
、
実
習
費 

 
 

 

三
万
円 

一
、
申
込
書
類 

 
 

 
入
所
申
込
書
、
履
歴
書
、
明
階
検
定
合 

格
証
の
写
、
正
階
階
位
証
の
写
（
若
し 

く
は
個
別
神
社
実
習
相
当
の
修
了
証 

の
写
）
、
神
宮
実
習
修
了
証
の
写
、
任 

用
辞
令
の
写
（
若
し
く
は
奉
務
予
定
神 

社
宮
司
の
推
薦
書
） 

 
 

※
任
用
辞
令
の
写
は
出
仕
の
辞
令
で
も 

可
。 

 
 

※
入
所
後
、
健
康
診
断
の
提
出
を
求
め
ま 

す
の
で
、
予
め
準
備
し
て
お
く
や
う
伝 

達
願
ひ
ま
す
。 

一
、
申
込
期
限 

 
 

 

令
和
五
年
一
月
六
日
（
金
） 

神
社
本
庁
必
着 

一
、
対
象
者 

 
 

 

明
階
検
定
に
合
格
し
た
者
（
但
し
、 

既
に
神
宮
実
習
を
修
了
し
て
を
り
、 

神
職
若
し
く
は
奉
務
予
定
者
で
あ
る 

こ
と
。
） 

 
 

※
平
成
二
十
六
年
四
月
八
日
付
研
修
発 

第
七
三
号
「
明
階
授
与
に
か
か
る
神 

務
実
習
受
講
申
込
み
の
取
扱
ひ
に
つ 

い
て
」
を
以
て
受
講
対
象
を
変
更
し 

て
ゐ
る
の
で
注
意
願
ひ
ま
す
。 

一
、
定
員 

 
 

 

三
十
名
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、 

選
考
の
上
決
定
し
ま
す
。
） 

一
、
備
考 

 
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大 

防
止
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
推
移
等 

に
よ
っ
て
は
、
実
施
形
態
の
変
更
、 

ま
た
本
年
度
の
実
習
自
体
の
中
止
等 

も
あ
り
得
ま
す
の
で
、
予
め
承
知
願 

ひ
ま
す
。 

 
 

・
持
参
品
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
締
切 

後
に
直
接
入
所
許
可
者
宛
に
通
知
致 

し
ま
す
。 

 
 

・
参
加
希
望
者
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無 

（
何
が
ア
レ
ル
ギ
ー
か
）
を
お
知
ら 

せ
下
さ
い
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
十
月
十
八
日
附
研
修
発
第
五
〇
一
号
二 

神
社
本
庁
総
合
研
究
所
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
令
和
五
年
直
轄
研
修
開
催
の
件 

 

標
記
の
件
、
別
添
「
神
社
本
庁
総
合
研
究
所

公
示
」
の
通
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
各
研
修
の

開
催
に
際
し
て
は
、
左
の
点
留
意
さ
れ
御
推
薦

願
ひ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

（
一
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を 

念
頭
に
置
い
て
開
催
す
る
こ
と
を
御 

諒
承
下
さ
い
。 

（
二
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大 

防
止
に
向
け
て
、
別
添
公
示
に
記
載
の 

通
り
対
応
し
て
参
り
ま
す
が
、
感
染
症 

の
流
行
状
況
等
に
よ
っ
て
は
研
修
を 

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、 

予
め
御
諒
承
願
ひ
ま
す
。 

（
三
）
従
前
に
比
べ
、
受
入
れ
人
数
を
制
限
し 

て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
申
込
者
が
超
過
す 

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
入
所
申
込
書 

（
本
紙
）
が
神
社
本
庁
に
到
着
し
た
時 

点
を
以
て
受
付
と
し
、
従
前
の
電
話
、 

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
等
で
の
予
約
は 

受
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
御
承
知
下 

さ
い
。 

（
四
）
募
集
人
員
三
十
名
に
到
達
す
る
場
合
に 

は
、
締
切
日
以
前
で
あ
っ
て
も
締
切
る 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

（
五
）
指
導
神
職
研
修
・
中
堅
神
職
研
修
に 

つ
い
て
は
、
特
に
希
望
者
が
多
く
見
込 

ま
れ
ま
す
の
で
、
当
面
の
間
、
各
県
一 

名
の
参
加
を
原
則
と
し
ま
す
。 

（
六
）
明
階
基
礎
研
修
・
正
階
基
礎
研
修
に
つ 

い
て
、
県
内
で
複
数
名
の
希
望
が
あ
る 

場
合
は
、
必
ず
優
先
順
位
を
付
し
た
上 

で
推
薦
さ
れ
ま
す
や
う
お
願
ひ
し
ま 

す
。 

（
七
）
神
宮
道
場
は
、
令
和
四
年
六
月
よ
り
本 

館
の
耐
震
補
強
工
事
が
施
工
さ
れ
て 

ゐ
ま
す
の
で
、
新
館
を
中
心
に
研
修
生 
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活
を
し
て
を
り
ま
す
こ
と
を
御
承
知 

置
き
下
さ
い
。 

（
八
）
指
導
者
養
成
研
修
等
に
つ
い
て
は
改
め 

て
通
知
及
び
公
示
を
し
ま
す
の
で
、
併 

せ
て
御
承
知
置
き
下
さ
い
。 

（
九
）
『
月
刊
若
木
』
令
和
四
年
十
一
月
号
、 

及
び
「
神
社
新
報
」
令
和
四
年
十
一
月 

七
日
・
二
十
一
日
発
行
号
の
紙
面
に
本 

件
公
示
を
予
定
し
て
を
り
ま
す
の
で
、 

御
承
知
置
き
下
さ
い
。 

以 

上 
 

 

※
別
添 

省
略 

 

《
神
社
庁
よ
り
》 

管
内
神
職
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
『
月
刊

若
木
』
又
は
「
神
職
専
用
サ
イ
ト
」
等
を
御
確

認
の
上
、
入
所
希
望
の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

神
社
庁
ま
で
早
め
の
御
連
絡
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

令
和
四
年
十
月
二
十
六
日
附
広
国
発
第
一
四
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
職
専
用
サ
イ
ト
掲
載 

教
化
資
材
デ
ー 

タ
活
用
方
推
奨
の
件 

標
記
の
件
、
各
神
社
で
教
化
活
動
に
資
す
る

た
め
、
左
記
チ
ラ
シ
デ
ー
タ
を
作
製
し
、
神
職

専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、
広
く
御

活
用
戴
き
ま
す
や
う
、
貴
管
内
神
職
に
御
推
奨

願
ひ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
掲
載
デ
ー
タ 

 
 

 

七
五
三
昇
殿
祈
祷
推
奨
資
材
「
七
五
三 

―

ご
祈
祷
っ
て
な
あ
に
？―

」
チ
ラ
シ 

 
 

 

Ａ
４
判
カ
ラ
ー
両
面
刷 

一
、
内
容 

 
 

 

改
め
て
七
五
三
の
本
質
で
あ
る
、
神
恩 

感
謝
、
そ
し
て
健
や
か
な
子
供
の
成
長 

を
願
ふ
、
昇
殿
参
拝
の
意
義
を
マ
ン
ガ 

を
交
へ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
昇 

殿
参
拝
者
の
増
加
を
旨
と
す
る
チ
ラ 

シ
を
作
製
致
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
は
Ａ 

４
判
で
家
庭
用
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷 

可
能
で
す
。 

一
、
そ
の
他 

 
 

 
御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
広 

報
国
際
課
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。 以 

上 
 

         

（
神
社
庁
か
ら
） 

※
御
参
考
と
し
て
宮
司
様
に
は
二
種
類
一
部 

ず
つ
を
同
封
致
し
ま
す
。 

 

令
和
四
年
十
月
二
十
六
日
附
広
国
発
第
一
五
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
職
専
用
サ
イ
ト
掲
載 

教
化
資
材
デ
ー 

タ
活
用
方
推
奨
の
件 

 

標
記
の
件
、
各
神
社
で
教
化
活
動
に
資
す
る

た
め
、
左
記
冊
子
デ
ー
タ
を
作
製
し
神
職
専
用

サ
イ
ト
に
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、
広
く
御
活
用

戴
き
ま
す
や
う
、
貴
管
内
神
職
に
御
推
奨
願
ひ

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
掲
載
デ
ー
タ 

 
 

 

『
月
刊
若
木
』
実
務
と
教
養
「
疫
病
に 

ま
つ
は
る
信
仰
と
祭
礼
」
冊
子
デ
ー
タ 

 
 

 

Ａ
５
判
カ
ラ
ー 

二
十
八
頁 

一
、
内
容 

 
 

 

『
月
刊
若
木
』
実
務
と
教
養
「
疫
病
に 

ま
つ
は
る
信
仰
と
祭
礼
」
で
掲
載
し
た 

論
考
を
冊
子
の
形
式
で
再
編
集
し
、
教 

化
活
動
の
一
助
と
す
べ
く
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ 

ー
タ
を
作
成
致
し
ま
し
た
。 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
広 

報
国
際
課
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。 以 

上 
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◇
◆
◇
教
化
委
員
た
よ
り
◆
◇
◆ 

祐
徳
稲
荷
神
社
権
禰
宜 

前
田 

英
明 

 
秋
の
収
穫
を
祝
い
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
例
祭

が
、
こ
の
秋
全
国
各
地
で
完
全
な
形
と
な
り
開

催
さ
れ
、
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
歴
史
あ
る
流

鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
る
な
ど
、
各
地
よ
り
神
社
の

活
気
伝
わ
る
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
が
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
神
社
に
訪
れ
、
自
分
の
住
む
土
地
の
伝

統
的
な
行
事
ご
と
に
触
れ
て
い
く
と
い
う
こ

と
。
そ
れ
は
過
去
と
未
来
が
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、
孫
子
の
代
ま
で
同
じ
思
い
を
継
承

し
て
い
く
大
切
な
出
来
事
で
あ
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い

て
困
難
が
続
い
て
き
た
中
、
私
共
に
お
き
ま
し

て
も
様
々
な
行
事
の
中
止
や
延
期
を
判
断
せ

ざ
る
を
得
な
い
約
三
年
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
こ
の
未
曽
有
の
事
態
に
も
、
私
共
は
動

じ
る
こ
と
な
く
神
事
を
遂
行
し
、
歴
史
を
守
り

抜
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

神
社
参
拝
を
感
染
対
策
に
よ
り
控
え
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
参
拝
者
の
方
々
が
、
ご

家
族
や
友
人
と
、
ま
た
お
ひ
と
り
で
お
参
り
さ

れ
祈
り
と
感
謝
を
捧
げ
、
神
社
で
季
節
を
感
じ

た
り
、
遠
く
の
誰
か
に
思
い
を
馳
せ
た
り
と
、

素
晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
、
笑
顔
に
な
っ

て
お
帰
り
に
な
る
お
姿
を
拝
見
し
、
改
め
て
神

社
は
、
人
々
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
と
日
々
感
じ

て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
地
域

も
多
い
と
は
存
じ
ま
す
。
い
ち
早
く
地
域
の

人
々
の
活
気
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
、
本
来
の

神
社
行
事
が
執
り
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

様
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇
◆
◇
研
修
受
講
報
告
◆
◇
◆ 

祭
祀
舞
指
導
者
養
成
講
習
会
に
参
加
し
て 

陶
山
神
社
禰
宜 

宮
田 

彩
子 

 

 

祭
祀
舞
の
講
師
に
な
る
に
は
「
七
級
の
下
」

か
ら
始
ま
る
級
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

級
は
「
七
級
の
下
・
上
」「
六
級
の
下
・
中
・

上
」
と
な
り
、
「
五
級
」
を
頂
か
な
け
れ
ば
本

庁
が
認
め
る
「
祭
祀
舞
講
師
」
と
は
な
れ
な
い
。

最
低
で
も
六
年
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
。 

な
ぜ
そ
ん
な
に
時
間
が
か
か
る
の
か
と
い

う
の
は
、
佐
賀
県
の
祭
祀
舞
講
師
で
あ
る
光
増

さ
ん
が
先
月
号
に
書
か
れ
て
い
た
事
に
何
よ

り
も
由
来
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

祭
祀
舞
は
神
事
の
な
か
で
も
重
要
な
役
割

を
担
う
。「
宴
会
芸
」
で
は
な
く
「
祭
祀
舞
」
で

あ
る
舞
の
指
導
者
を
養
成
す
る
の
だ
か
ら
、
そ

ん
な
に
簡
単
に
は
と
ら
せ
て
は
も
ら
え
な
い

の
は
当
た
り
前
だ
。
指
導
者
が
あ
や
ふ
や
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
習
う
方
の
舞
は
そ
れ
以
上
に
曖

昧
な
物
に
な
る
。
そ
れ
が
つ
づ
い
て
い
け
ば
本

来
の
形
か
ら
大
き
く
崩
れ
た
違
う
舞
と
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
だ
。 

 

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
去
る
九
月
二
日

か
ら
四
日
の
三
日
間
、
神
社
本
庁
主
催
の
祭
祀

舞
指
導
者
養
成
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
三
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。
例
年
、
三
〇
名
以
上
は
集

ま
る
が
、
今
回
は
人
数
制
限
も
あ
り
、
十
七
名

の
参
加
で
あ
っ
た
。 

 

教
え
て
下
さ
る
の
は
神
社
本
庁
祭
祀
舞
講

師
の
小
野
貴
嗣
先
生
・
東
儀
季
祥
先
生
・
小
野

亮
貴
先
生
の
お
三
方
。
講
習
は
三
班
に
分
か
れ

て
先
生
方
が
各
班
に
つ
き
教
え
て
下
さ
る
。
各

班
大
体
六
名
く
ら
い
ず
つ
な
の
で
、
今
回
は
い

つ
も
よ
り
一
人
一
人
に
先
生
方
の
目
が
届
き
、

各
人
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
指
導
を
い
た
だ
け
た
。 

 

講
習
の
最
終
日
に
先
生
方
の
前
に
て
、
舞
を

納
め
る
発
表
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
例
年

は
朝
日
舞
（
三
人
舞
）・
豊
栄
の
舞
（
四
人
舞
）

を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
が
舞
う
の
だ
が
、
今
年
は

人
数
も
少
な
い
と
言
う
こ
と
で
、
全
員
発
表
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
七
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の

舞
五
組
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。 

私
は
朝
日
舞
に
あ
た
り
、
福
井
県
の
方
と
山
口

県
の
方
と
舞
う
こ
と
に
な
っ
た
。
班
が
違
っ
た
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の
で
、
合
わ
せ
て
練
習
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
出

来
な
か
っ
た
が
、
拍
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
を

お
互
い
心
が
け
ど
う
に
か
本
番
で
も
揃
っ
て

舞
う
こ
と
が
で
き
た
・
・
・
と
思
う
。
緊
張
し

す
ぎ
て
あ
ま
り
覚
え
て
な
い
が
・
・
・
。 

過
ぎ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
三
日
間

の
よ
う
に
感
じ
た
。 

一
日
中
舞
に
集
中
で
き
る
こ
の
貴
重
な
時

間
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
、
こ
の
恩
恵
を
い
つ
か
早
く
還
元
で
き
る

よ
う
に
、
ま
ず
は
自
分
の
舞
を
し
っ
か
り
と
し

た
も
の
昇
華
せ
ね
ば
と
改
め
て
思
っ
た
。 

こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◇
◆
◇
神
青
会
た
よ
り
◆
◇
◆ 

厄
年
・
歳
祝
い
早
見
表
受
注
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
本
会
が
作
成
・
頒
布
し
て
お

り
ま
す
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
シ
ー
ト
が
完
成
致

し
ま
し
た
の
で
、
御
希
望
の
管
内
宮
司
、
神

社
関
係
者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

御
注
文
に
つ
い
て
は
、
同
封
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
御
記
入
戴
き
、
神
青
会
事
務
局
ま

で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。 

以 

上 
 

  

事
務
報
告  

【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
報
告
】 

■
八
坂
神
社
宮
司 

山
口 

良
弥 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
月
八
日 

豐
受
大
神
宮 

令
和
四
年
十
月
八
日 

・
員 

数 

代
表 

 

田
中 

三
千
子 

 

■
伊
勢
神
社
宮
司 

古
川 

和
生 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
日 

豐
受
大
神
宮 

令
和
四
年
十
月
十
日 

・
員 

数 

代
表 

ふ
る
か
わ
か
ん
ば
ん 

古
川 

浩
二  

他
三
名 

 

■
稲
佐
神
社
宮
司 

笠
原 

 

猛 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
月
三
十
日 

・
員 

数 
代
表 

坂
田
三
夜
待 

満
原 
清
文 

 

他
十
七
名 

 

 

本
年
も
神
宮
大
麻
頒
布
の
季
節
を
迎
え
、
左

記
の
支
部
に
て
頒
布
始
奉
告
祭
が
斎
行
又
は

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

十
月 

▽ 

十
二
日 

東
松
浦
地
区
西
支
部 

於
玄
海
町
町
民
会
館 

▽ 

十
九
日 

藤
津
地
区
支
部 

於
祐
徳
稲
荷
神
社
社
務
所 

▽
二
十
一
日 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
北 

於
神
社
庁 

▽
二
十
二
日 

神
埼
地
区
支
部 於

仁
比
山
神
社 

▽
二
十
六
日 

東
松
浦
地
区
東
支
部 

於
鏡
神
社 

▽
二
十
七
日 

西
松
浦
地
区
支
部 

於
伊
萬
里
神
社 

▽
二
十
九
日 

三
養
基
地
区
支
部 

於
千
栗
八
幡
宮 

十
一
月 

▽ 
 

二
日 

杵
島
地
区
西
支
部 

於
大
町
八
幡
神
社 

▽ 
 

四
日 

杵
島
地
区
東
支
部 

於
福
富
神
社
社
務
所 

▽ 
 

八
日 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
南 

於
大
堂
神
社 

▽ 
 

八
日 

小
城
地
区
支
部 

於
岡
山
神
社 

▽
二
十
八
日 

佐
賀
地
区
第
一
支
部 於

佐
嘉
神
社 

管
内
支
部
神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭 
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神
社
庁
規
程
表
彰
内
申
に
つ
い
て 

  

標
記
の
件
、
宮
司
宛
て
同
封
通
知
の
通
り
表

彰
内
申
を
受
付
ま
す
の
で
、
令
和
五
年
一
月
末

日
迄
に
、
支
部
を
経
由
し
て
内
申
戴
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
※
案
内
又
は
連
絡
等
が
あ
っ
た
支
部
の
み 

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

   

自 

令
和
四
年
十
月 

 

一
日 

至 
 

仝 
 

 
 

三
十
一
日 

・
庁
報
み
や
し
ろ 

第
一
七
五
号 

石
川
県
神
社
庁 

様 

・
廳
報
新
潟 

第
一
二
六
号 

新
潟
県
神
社
庁 
様 

・
高
知
県
神
社
庁
報 

第
八
五
四
号 

高
知
県
神
社
庁 

様 

・
相
模 

第
五
三
〇
号 

寒
川
神
社 

様 

・
あ
し
か
ひ 

第
一
二
一
号 

大
阪
府
神
社
庁 

様 

・
箱
根 

№
二
八
八 

・
駒
形
神
社
奉
祝
記
念
事
業
完
遂
特
別
号 

・
諏
訪
神
社
奉
祝
記
念
事
業
完
遂
特
別
号 

箱
根
神
社 

様 

・
鹽
竈
さ
ま 

第
一
九
〇
号 

志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社 

様 

・
庁
報 

社 

第
一
五
四
号 

京
都
府
神
社
庁 

様 

・
清
政 

第
七
二
号 

神
政
連
京
都
府
本
部 

様 

・
砥
鹿 

第
一
四
二
号 

砥
鹿
神
社 

様 

・
富
ヶ
岡 

№
一
〇
六 

富
岡
八
幡
宮 

様 

・
徳
島
県
神
社
庁
報 

第
一
七
二
号 

徳
島
県
神
社
庁 

様 

・
北
海
道
神
社
庁
報 

第
一
二
七
二
号 

北
海
道
神
社
庁 

様 

・
日
伝
建
会
報 

第
四
二
号 

日
本
伝
統
建
築
技
術
保
存
会 

様 

・
な
ぎ
が
ま 

第
五
四
号 

全
国
諏
訪
神
社
連
合
会 

様 
・
宮
城
の
神
葬
祭 

み
は
ぶ
り
の
み
し
わ
ざ 

宮
城
県
神
社
庁 

様 

・
大
町
八
幡
神
社
だ
よ
り 

第
八
号 

八
幡
神
社
宮
司 

北
島 

巖 

様 

・
東
神 

№
一
〇
二
二 

東
京
都
神
社
庁 

様 

・
お
明
神
さ
ま 

第
二
四
七
号 

・
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業
奉
賛
募
金
委
員 

会
た
よ
り 

三
嶋
大
社 

様 

・
愛
媛
県
神
社
庁
報 

第
六
〇
八
号 

愛
媛
県
神
社
庁 
様 

・
か
ひ
が
ね 

第
一
九
九
号 山

梨
県
神
社
庁 

様 

・
み
つ
み
ね
山 

第
二
五
八
号 三

峯
神
社 

様 

・
霧
島
山 

第
一
五
〇
号 

霧
島
神
宮 

様 

・
國
見 

第
二
二
五
号 

茨
城
県
神
社
庁 

様   

 

寄
贈

書

籍

等
目

録

並

び
に

御

芳
名 

《
お
詫
び
》 

佐
賀
県
神
社
関
係
者
名
簿
内
に
左
の
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

一
四
頁 

橋
富
太
市
郎
氏 

住
所
・
連
絡
先 

 
 

 
 

 

（
正
）
佐
留
志
二
六
三
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
六―

三
三
四
八 

 

三
八
頁 

橋
富
洋
美
氏 

階
位 

 
 

 
 

 

（
正
）
明
階 

 

四
二
頁 

宮
﨑
春
己
氏 

住
所 

 
 

 
 

 

（
正
）
鹿
島
市
常
広 

 


